
 
 
 

福利厚生問題等に関するアンケートのコメントから(1) 

機構による「福利厚生の大幅見直し」に関するアンケートにご協力いただきありがとうござ

います。皆さんの関心のある問題であり、多くの方からコメントをいただいております。設問

は細かく分かれておりましたが、「駐車場使用料の徴収について」と「拠点構内食堂の運営委

託費の価格転嫁について」として、数回に分けて掲載いたします。アンケートの提出を予定し

ている方は、ぜひ早めの提出をお願いします。 

駐車場使用料の徴収について 
 
 
 
 

○東海村内の一般賃貸住宅に住んでいるが、この辺では駐車場 1 台分は無料が当たり前です。

2 台目も無料の所もあります。機構は、他の法人を見るだけでなく、立地している地域を見

て欲しい。 

○自家用車がなければ生活できないような環境にある社宅が多いことから、駐車場の料金を

取るのはいかがなものか。 

○駐車場は全くありません。住宅の周囲にとめているだけです。 

○駐車場料金を徴収するのは不合理。 

○週に 5 日は通勤に使用しており、公共交通機関の利用は実質上不可能なので、駐車場はも

ともとあって当たり前。時間外や休日の緊急呼び出しにも自家用車で対応している。(今は、

ガソリン代も出ないのに)。これからはタクシー利用にしてもいいのか？ 

○草も刈られていない。 

○あり余った土地を目のまえにして駐車場使用料を払う気がしない。 

○定期的に住宅内の草刈りを実施しているのだから駐車場使用料は免除すべきである。 

○草刈に伴う砂利の飛石により車の窓を割ったことがありましたが、居住者からの集金で修

理費を出しました。 

○駐車場無料の現在なら納得できる駐車場だが有料になるなら料金に見合った追加整備を求

む。(雑草の処理等) 

○車は庭に停めている。駐車場は無い。土と草の上。 

○駐車場料金を徴収するべきではない。近辺で家を借りると駐車場はほぼ無料である。 

○もし、国家公務員準拠という理由で駐車場料金を徴収するならば、国家公務員に準拠し居

住者に草刈をさせるべきではない。 

○駐車場の草刈は全て居住者により行なわれているが、草刈を行なう居住者への人件費はど

こからも支払われていません。 

○必要であるならば使用料徴収もいたし方ないが、拠点毎に説明会を実施するなどの対応は

不可欠であったと思う。十分に納得したシステムでなければ後々綻びが生じる。 

○駐車場の草刈のために居住者は何ヶ月も前から草刈機の手配と日程調整をしていますが、

労務課は何も手伝っていないようです。 

○徹夜で仕事をしてそのまま駐車場の草刈をしている居住者がいるようです。 

○機構は、労組の質問に全て回答すべきです。 

○草刈は原則として居住者全員参加のため、草刈時に母親のまわりに小さい子供がうろうろ

しています。危険です。 

○相場がどのくらいか分からないが、東海村などで高いのは不合理。また料金を取るなら、

それなりの責任を持ってきちんとした駐車場を整備すべき。 

○駐車場を利用していない (庭を利用) にも関わらず何故駐車場料金を？？？？ 

○1台は無料2台以上は有料なら、まだ容認できる余地はある。百塚原の空地は処分して住宅

整備に充当するべき。 

拠点構内食堂の運営委託費の価格転嫁について 
 

 

 

○外国人、若い人たち、学生等が、不便になるのではないでしょうか。「自由でのびやかな研

究所は、安くて旨い食文化から」を合言葉に研究所文化を守りましょう。 

○自分でできるだけ弁当を作ってくるか、カップめんにする。今はまずくても安いから利用

している。中央官庁の食堂は、定価が 400～500 円するが、うまくてボリュームもあった。

都心であの値段は格安だ。それに比べれば今の金額が安すぎるとは思えない。 

○価格が高くなればよほど質を上げないと利用人数が減るのはあたりまえ。 

○原研労組はもっと戦うべき。 

○大問題だと思います。 

○外来者の食事はどうなるのか。(ヤマザキだけでは到底足りないのでは？) 

○職員の健康管理が不安。(独身の方…) 

○客が来た時困る。 

○今まで通りの運営を続けてほしいです。 

○仕出し弁当の配送も考慮すべき。 

○周辺に飲食店があまりないので、極力存続してほしい。 

○構内食堂が無くなる → 手作り弁当は無理 → コンビニ弁当 →ゴミが増える。分別が面倒。 
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設問は、⑥駐車場の整備状況を教えて下さい。⑦機構から、本件についての説明はあり

ましたか。⑧原研労組は参考資料の主張で機構と交渉しています。ご意見・提案のある方

はコメントをお願いします。 

設問は、⑫拠点によっては構内食堂の運営ができなくなることが考えられます。どのように

考えますか。⑬原研労組や機構との交渉等にご意見・提案のある方はコメントをお願いします。 
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○食堂がなくなるのは、困る。 

○食べる所がない。 

○外に食事をする人が増えて正門が混雑する。外で食べると昼休み時間を守ることが難しく

なるかもしれない。 

○食堂が600円になると誰も利用しないのは明白ではないか。万年屋に切替えたい。 

○"福利厚生とはどういうものか？"の観点で食堂の値上げ、さらに拠点周辺環境 (僻地) で

の食堂の廃止は現実的ではない。 

○近隣に民間の食堂がないため、時間・環境の面からも好ましいことではないと思う。 

○コンビニ弁当の利用が増え、ゴミも増大するのではないか。周辺の食堂に一斉に繰り出す

可能性もあり、近隣の住民に迷惑をかけると思われる。このことから現状維持が望ましい。 

○拠点周辺に食堂やコンビニ等、容易に代替可能な環境があるなら無くてもいいと思うし、

そうでない拠点は、いっそのこと構内にコンビニを誘致してはどうか？ 

○食育 (栄養バランスの確保) 上、大いに困る!!コンビニ弁当は 300 円からある。弁当に流

れる人が多くなるのではないか？ 

○構内食堂の性格上、低価格で職員等に食事を提供できる事を望みます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

大洗地区で住宅の駐車場整備にかかる説明会開催 

大洗センター労務課から独身寮を含めた住宅利用者に対し説明会が行われました。他の拠点

に所属している職員に対しては、大洗センター労務課員が出向いて説明を行いました。 

他の拠点でも、大洗センターにならい、住宅利用者への説明を徹底するよう要求します。 

【大洗労務課の山場平住宅居住者対象の説明内容】 

①現在は、｢駐車場｣と呼べるスペースがないので、駐車場が整備されるまでは、使用料は徴

収しない。 

②駐車場使用料については、本部と両労組が交渉している。拠点で決めることではない。 

③あくまで、使用料を徴収することを前提にした駐車場の整備に関する説明である。 

④空き地に砂利を敷いてトラロープで区画することを計画している。海側の空き地に集めて

整備する。アスファルト舗装にすると、もっと予算が必要。 

⑤砂利敷きで整備するための整備費は予算措置ができている。 

⑥来年4月から使用料を徴収することを考えているので、それまでに整備したい。 

⑦駐車場管理マニュアルは、全拠点共通である。 

⑧草刈り、ロープの張り直しなどは、労務課の責任で行う。駐車場所の運用を居住者側で行

いたい場合には委任することもできる。 

 

個人署名・アンケートに、ご協力を！！ 

●特殊法人労連等から個人署名の協力要請がありました。署名用紙は支部・分会を通じて配

布しております。締切りは、いずれも11月19日としますのでご協力をお願いします。 

1．安心・信頼の年金制度と国の直接運営を求める請願 

2．アンフィニを解雇された女性7名の正社員雇用を求める請願 

3．社会保障としての国保制度の確立を求める請願署名 

4．後期高齢者医療制度即時廃止、安心の医療を求める請願署名 

5．国・自治体の責任ですべての子どもによりよい保育の保障と子育て支援を求める請願書 

●「福利厚生問題等に関するアンケート」を回収中です。支部・分会での回収にご協力をお

願いします。2次集約日を10月末まで設けます。 

/////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

（投稿） 

村松小学校入り口脇の携帯電話の電波塔建設に反対！ 

 原子力機構の荒谷台住宅の子ども達は、村松小学校に通学しています。この、村松小学校

の階段側入り口のすぐ脇、原電の社宅の隅の角地に、NTT ドコモが２０ｍの携帯電話の電波塔

を建設しています。小学校や保護者や住民に一切説明することもなく、今月６日にいきなり

工事を開始しました。なんで小学校の入り口のすぐ脇なの、なんで通学路のすぐ脇なの、な

んで学校のビオトープのすぐ脇なのと驚くばかりです。まさしく、「会社の常識」、それ「社

会の非常識」です。 

 四年前に、荒谷台住宅のすぐ脇で当時のボーダフォンが携帯電話の電波塔を建てようとし

たときは、住民の了解データをねつ造してまで、密かに工事を開始しました。秘密主義と強

行姿勢は、携帯電話会社の体質としか考えられません。公開の原則を遵守し、適正な説明責

任を果たすことを表明している原電が、常に地域住民の声に配慮しているという原電が、ど

うして秘密主義と強行姿勢の携帯電話会社に土地を提供したのでしょうか。小学校の入り口

のすぐ脇ですよ。通学路のすぐ脇ですよ。 

 子ども達の通学や学校生活の安全と安心を守るため、村松小学校入り口脇の電波塔建設に

反対します。 

2010.10.18（化学分会：三田村 久吉） 


